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千葉体育学研究投稿規定 （抜粋）
投稿原稿作成に際しての詳細は「千葉体育学研究投稿の手引き」 （第 17号 56
ページ）を参照してください。
1. 本規定は千莱体育学研究編集委員会規定に基づくものとする。
2. 投稿の種類
本誌に記載される投稿原稿の内容は，総説・原著論文・研究資料とし，千葉
体育学会で発表されたものの審査順位を優先する。
3. 投稿資格
筆頭著者は千菓県体育学会員に限る。
4. 投稿料
投稿者は本学会口座（千葉県体育学会事務局 京菓銀行みどり台支店 普通
口座3650301) に 5000円を振込み，その領収書のコピーを投稿原稿に貼付する。
5. 原稿の長さ
原稿は図表，文献表を含めて 400字詰原稿用紙換算で 24枚（組上げ6ペ
ージ）以内を厳守する。なお，規定の組上げページを超過した場合は，組上
げ4ページを限度とし，著者負担による有料掲載に応じる。
※料金は別に定める。
6. 原稿の作成
1) 手書き原稿はA4判400字詰横書き原稿用紙を使用する。ワープロ原稿
はA4判横書きで 30桁X40行とし， MS-DOS上に作成する。その際，
飾り文字・特殊記号などの使用はなるべく避ける。
2) 掲載が決定した場合，最終原稿を保存したフロッピー・ディスクを原稿と
共に提出する。やむを得ず飾り文字•特殊記号などを用いた場合には原稿の
その部分に赤のアンダーラインを引く。
3) 著者の料金負担により，フロッピー・ディスクの作成を編集委員会に依頼
することができる。
※料金は別に定める。
7. 別刷
別刷は著者の負担とする。希望部数を原稿の表紙に朱書すること。 （後刻の
申し出は不可）
※料金は別に定める。
8. 校正
初校は著者が行う。再校以降は編集委員会による責任校正とする。
付則；本規定は昭和 58年 3 月 5 日より施行する。
（昭和 62年 1 1 月 2 1 日一部改定）
（平成 5年 5 月 8 日改定）
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